G enkiLife

BRB:TH/F=V 209 XE/ S O0—-F L
H42 045 E=S: AMRe21009

RRER D H

=

L
BE
R
RISt
e
(et

TAI) 34T
sn->ik

i

w_E

=

F5H

wRiEE
H7E
mREE

BaFE
Rl&

iB{zFID
SwissProt ID

RER

A6
B5T

MRS AR,

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA,IP

Eb IURX, Ty b

IEHIR

HKEIE

I1gG,Kappa

®/90—F+1L

N

0.2mg/ml, ABEOEERAOY Mok->TELBBANHY ET,
7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

Pl
PBS. 50%% J+0O—J, 0.05%7°A% ') > 300, 0.05%(%E&ELR /9B
IaTF(f A

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:104kD;Observed MW:104kD

ACTN2/ACTN3

ACTN2;Alpha-actinin-2;Alpha-actinin skeletal muscle isoform 2;F-actin cross-linking protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、筋原線維、サルコメア、Z線。骨格筋のZ線ではMYOZ1およびFLNCと共局在する。αアクチニンは、αスペクトリン、βスペクトリン、ジストロフィンなど、多様な細胞骨格タンパク質からなるスペクトリン遺伝子スーパーファミリーに属する。αアクチニンは、様々な細胞種で多様な役割を果たすアクチン結合タンパク質である。筋細胞以外の細胞では、細胞骨格アイソフォームは微小フィラメント束や接着型結合部に沿って存在し、アクチンを膜に結合する役割を担っている。一方、骨格筋、心筋、平滑筋のアイソフォームはZ板および類似の緻密体に局在し、筋原線維アクチンフィラメントの固定に関与している。この遺伝子は、骨格筋と心筋の両方で発現する筋特異的なαアクチニンアイソフォームをコードしています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2013年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	H9C2全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをアクチニンα2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

